
生産計画システムの構築

●Delphi/400 で製作指示管理システムを開発 

●BOMマスターを拡張し生産計画システムへ連携

●部品点数や製作パターンの集約・統合化を実現

BOMをベースに
基幹の製作指示データを生産計画システムへ連携

株式会社JRC
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BOMの概念に沿って
基幹データを生産計画ソフトへ

　JRCは屋外で使用する重量搬送用の
ベルトコンベヤーに欠かせないロー
ラーやプーリーなどの部品を製造・販
売する専業メーカーである。ベルトコ
ンベヤー用ローラーでは、国内トップ
シェアを誇っている。
　港湾や火力発電所、製鉄所、セメン
ト工場など社会インフラに近い大型設

備の搬送業務には、同社の部品が欠か
せない。国内4工場・中国2工場を擁
し、少ロット生産からJIS規格の量産
品、顧客ニーズに最適化した特注品ま
で、ニーズに応じた柔軟な生産体制を
擁している。
　同社では2007年11月、加工・組立・
検査・塗装・出荷・在庫に至るまで、
一貫した自動化生産ラインの確立を目
指す「製造力強化プロジェクト」が発足
した。そして中日程管理から小日程管

理への展開など、生産を見える化する
精度の高い管理表の実現などに取り組
んできた。
　2009年3月には、兵庫県南あわじ市
にある本社工場に生産技術センターを
設立。2011年3月に同工場で新自動化
ラインが本稼働するのに狙いを定め、
業務改善の一環として一連のシステム
開発に着手した。　
　中核となったのが、それまでExcel
で作成していた生産計画業務を
Windowsサーバー上で稼働するスケ
ジューラソフト「DIRECTOR6」へ移行
すること。
　そして基幹システム（生産管理シス
テムおよび販売管理システム）が稼働
するSystem i側から、このスケジュー
ラソフトへデータを受け渡すため、
BOM（Bill Of Materials）の考え方に
沿って、System i上の製作指示管理
システムをカスタマイズすることで
あった。
 「当社ではJIS規格品から広く市場で
流通する標準品、お客様の仕様に基づ
く特殊製品まで、多種多様な製品があ
り、膨大な部品点数を抱えています。
また製品ごと、ラインごと、さらに担
当者ごとに作り方も少しずつ異なりま
す。今後のコスト削減や生産効率を考

Delphi/400 で開発
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図表 製作指示管理システムの概要
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えるなら、精度の高い生産計画の下、
作り方や部品を集約・統合化すること
が強く求められていました」と語るの
は、浜口稔取締役副社長である。
　以前の工場設備では、同じ製品を作
るにも、作り方が複数パターン想定さ
れたため、どうしてもマスター登録ボ
リュームが肥大する傾向にあった。製
作指示を入力する時点で毎回、工程・
投入部材の入力が発生するため、マス
ター整備がなかなか進まない。
　しかし新自動化ラインの構築とそれ
に伴う自動シャフト加工機により多種
多様なシャフトを製作することで、作
り方（製作パターン）を整理・統一し、
基本と代替の2パターンで管理できる
ようになる。
　この基盤となる同社のBOMは、型
式／部品BOMと工程BOMを1つの
BOMとし、製品と紐づけている点に
特徴がある。
　システム管理用のBOMについては
既に予定・実績管理と原価管理の観点
からBOM構成を完成させていたので、
今回の開発ではスケジューラソフトへ
の連携という観点でBOMマスターを
拡張した。
　こうしたBOMの拡張を含む製作指
示管理システムのカスタマイズツール
として、同社が採用したのは「Delphi/
400」（ミガロ.）である。実際のカスタ
マイズ作業も、ミガロ.に委託してい
る。
　同製品を採用した理由としては、
（1）System iに特化したツールであり、
5250画面のGUI化が可能である（当初
から製作指示画面のGUI化が要件に
あった）、（2）RPGの既存資産が有効
活用できる、（3）導入実績が高い、（4）
開発からサポートまで一貫したサービ
スが受けられる、などが挙げられる。
　ちなみにDelphi/400は製作指示管
理システムの開発以外に、今春からス
タートした取引先向けのWeb受注シ
ステムの開発にも利用されている。

製作指示管理システムを
Delphi/400で開発

　Delphi/400の導入決定は2009年末。
翌2010年には基本設計が終了し、9月
まで開発作業が進められた。
　さらにDIRECTOR6の操作トレー
ニングや、シャフト加工機へのデータ
連携の作り込みを経て、同システムが
本稼働したのは2011年3月のことであ
る。
　DIRECTOR6を利用して生産計画を
担当するのは3名。その1人である本
社工場製造管理課の竹田司課長代理
は、導入効果を次のように指摘する。
 「以前の生産計画は属人化しがちで、
個人の判断にバラツキがありました。
しかし今は、中日程計画から小日程計
画へ、さらに個人別作業計画への展開
は完全に自動化され、工数削減ととも
に標準化が進んでいると実感します」
　また生産技術センターで今回の導入
を担当した山口尚之課長代理も、次の
ように指摘する。
 「現場の作業担当者は開始・終了時間
や完成・投入数を紙の伝票に記入して
いました。それを基にPCでデータ入
力するため、タイムリーな実績把握が
できませんでした。現在は開始・終
了、完成・投入数ともに即時処理がで
き、リアルタイムな情報収集が可能で
す」
　当初の予定通り、部品点数や製作パ
ターンの集約・統合化は確実に進んで
いる。しかし浜口氏は、今はまだ移行
途中であるとし、「来春をめどに全製
品に対するBOMの階層管理が完成し
たら、今後はこの新しい生産体制に
沿って、お客様への提案内容や販売方
法を変革すべく、営業教育を推進して
いきたいと考えています。そこまでい
けば、今回の導入の真のゴールに到達
できるはずです」と今後に期待を寄せ
ている。 

浜口 稔氏
取締役副社長

竹田 司氏
本社工場製造管理課
課長代理

設　立：1965年
本　社：大阪府大阪市
資本金：8000万円
売上高：40億円
従業員数：172名
http://jrcnet.co.jp/

COMPANY PROFILE

山口 尚之氏
生産技術センター
課長代理
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